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2025年 9月 24日 

報道機関 各位 

 

 

 

事業課題名：豊かな人生を育む多世代共生・健康社会を目指す医学研究者育成プログラ

ム  

事業代表者：勝野 雅央（名古屋大学大学院医学系研究科 研究科長）  

実施期間：令和 7年 10 月 1日～令和 10年 3月 31日（予定）  

代表機関：国立大学法人東海国立大学機構 名古屋大学（代表：勝野 雅央） 

連携機関：国立大学法人 岡山大学（代表：和田 淳） 

  ：学校法人順天堂 順天堂大学（代表：髙橋 和久） 

 

【本事業のポイント】 

・AMED革新的医療技術創出拠点である 3大学による、強固な共同研究体制の構築 

・国立大学と私立大学の特性を融合させ、特定重要分野の研究を加速 

・AI・医療ビッグデータの戦略的活用によるデータ駆動型研究の推進 

・研究者が研究に没頭できる「時間」を生み出す、抜本的環境改革 

 

【事業概要】 

国立大学法人東海国立大学機構 名古屋大学、国立大学法人 岡山大学、学校法人順天

堂 順天堂大学が共同で提案した「豊かな人生を育む多世代共生・健康社会を目指す医

学研究者育成プログラム」が、令和 7年度 文部科学省・日本医療研究開発機構（AMED）

「医学系研究支援プログラム」【特色型】に採択されました。 

本プログラムは少子・超高齢社会という我が国の喫緊の課題に対し、すべての人が健

康に活動できる社会基盤の構築を目指します。関東、中部、中国・四国でそれぞれ中核

的な医療・医学研究を担ってきた 3大学が、それぞれの強みを活かして協働し、若手医

学研究者が萌芽的・挑戦的な研究に専念できる環境を抜本的に整備します。経験豊富な

研究者と臨床医が一体となって若手をサポートする新たな体制を構築し、日本の医学

研究や産学連携の未来を切り拓くロールモデルとなることを目指します。 

 

令和 7年度 AMED 

「医学系研究支援プログラム」に採択 

 

プレスリリース用 
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本プログラムの特徴  

本プログラムでは、医学系研究者の挑戦を最大化し、研究環境を整備・改善するため、

以下の取り組みを柱として推進します。 

  

1. AMED革新的医療技術創出拠点である 3大学による共同研究体制の構築  

本プログラムに参加する３大学は、いずれも国際水準の臨床研究や医師主導治験を

実施可能な AMED「革新的医療技術創出拠点」に認定されています。この強固な基盤を

活かし、3 大学が共通して注力する 5 つの重点領域（①精神・神経変性疾患、②老化、

③がんと腫瘍微小環境、④腎疾患、⑤小児疾患）において、大学や専門分野の垣根を越

えた「研究者クラスター」を形成します。これにより、従来の発想にとらわれない柔軟

なチームが生まれ、独創的な研究が創出される土壌を育みます。さらに、各大学が保有

する高度な分析機器等を共有するシステムを構築することで、研究者が最先端の設備

を気軽に利用できる環境を整え、研究開発を加速させます。  

 

2. 国立大学と私立大学の連携による特定重要分野の研究力強化 

本プログラムは、国立大学法人である名古屋大学・岡山大学と、私立大学である順天

堂大学が連携するユニークな試みです。私立大学は、迅速かつ柔軟な意思決定プロセス

に基づき、特定分野に資金と人材を集中させることが可能です。実際に順天堂大学は、

その強みを活かして精神・神経疾患や老化研究において卓越した成果を世界に発信し

てきました。本プログラムでは、この私立大学特有の機動力を国公立大学の研究推進体

制に融合させることで、大きな相乗効果を生み出すことを目指します。国立大学の安定

した研究基盤と、私立大学の戦略的な資源集中という、互いの利点を最大限に活用し、

日本の研究力を新たな高みへと引き上げます。 

 

3. AI・医療ビッグデータの戦略的活用によるデータ駆動型研究の加速  

これまで 3大学がそれぞれ育成してきた AI医療人材が連携し、各研究プロジェクト

を横断的に支援します。さらに、3大学が既に導入している臨床データ共同利活用シス

テム「SIMPRESEARCH」を通じて、各大学病院が持つ膨大な医療ビッグデータを安全に共

有・解析できる基盤を構築することで、地域特性を超えたバイアスの少ない大規模なリ

アルワールドデータ解析が可能となります。また、各大学に「データサイエンス・AI解

析のワンストップ窓口」を設置し、AI研究の専門家が On-the-Job Training を兼ねて

各研究室に伴走することで、データ駆動型の新しいアプローチを研究現場に浸透させ、

研究の質とスピードを飛躍的に高めます。 

 

4. 研究者が研究に没頭できる時間を生み出す抜本的環境改革  

若手研究者が臨床や事務作業に追われることなく、創造的な研究活動に集中できる

時間を確保するため、各大学の特色を活かした抜本的な環境改革を実施します。 

名古屋大学では研究補助員として学部生を雇用する「Student Assistant 制度」を大
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幅に拡充し、研究者の定型作業を軽減すると同時に学生の研究マインドを涵養します。 

また、岡山大学では臨床研究の書類作成等を代行する専門事務員を雇用する「リサー

チクラーク制度」を拡充して医師のタスクシフトを推進するほか、新技術の事業化やス

タートアップ創業を支援する専門人材を確保し、研究者が研究に専念しながらスムー

ズに社会実装を目指せる環境を整えます。 

順天堂大学においても、医師の臨床業務の一部を担う診療看護師を戦略的に配置し、

臨床研究に携わる医師の負担を大幅に軽減します。文部科学省のダイバーシティ研究

環境実現イニシアティブ事業とも連携し、URAをはじめとする高度スキル人材や技術員

等の研究支援人材を確保・配備することで、研究者が所属する組織全体の研究環境向上

に繋げます。 

これらの大学ごとの取り組みに加え、3大学共通で、各研究者が特定の期間、業務か

ら完全に離れて、研究や論文執筆、研究成果の社会実装に向けた準備等に集中できる

「ミニサバティカル制度」の導入も図り、研究者の創造性を最大限に引き出します。 

 

 

【概要図】 
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国立大学法人東海国立大学機構 

【事業代表者】 

名古屋大学 大学院医学系研究科長・医学部長 

教授 勝野 雅央（かつの まさひさ） 

【研究マネージャー】 

名古屋大学 大学院医学系研究科 腫瘍病理学・分子病理学 

教授 榎本 篤（えのもと あつし） 

 

国立大学法人岡山大学 

【事業責任者】 

岡山大学 医学部長・学術研究院医歯薬学域（医） 

教授 和田 淳（わだ じゅん） 

【研究マネージャー】 

岡山大学病院 研究担当（医科）副病院長・学術研究院医療開発領域 

教授 櫻井 淳（さくらい じゅん） 

 

学校法人順天堂 順天堂大学 

【事業責任者】 

順天堂大学 医学部長・大学院医学研究科長 

教授 髙橋 和久（たかはし かずひさ） 

【研究マネージャー】 

順天堂大学 研究戦略推進センター 

特定准教授／チーフ URA 松田 七美（まつだ ななみ） 

 

【報道連絡先】 

国立大学法人東海国立大学機構 

名古屋大学医学部・医学系研究科 総務課 

TEL：052-744-2040  FAX：052-744-2785 

Email：iga-sous@t.mail.nagoya-u.ac.jp 

 

国立大学法人岡山大学 

総務部 広報課 

TEL：086-251-7292  FAX：086-251-7294 

 

学校法人順天堂 

総務局 総務部 文書・広報課 TEL：03-5802-1006 

Email：pr@juntendo.ac.jp 

 

 




